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平野 浩彦 先生

 所  属 ：地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長・研究所研究部長

1989年に始まった8020運動は5割以上の達成率（2017年）となり、義
歯装着者も減少傾向にある。高齢期歩行機能に目を向けると、当然であ
るが直立二足歩行を主とした課題整理が行われている。一方、高齢期口
腔環境は義歯装着者も在り、“直立二足歩行”のみではなく多様である。
現在、高齢期口腔機能の課題整理が歯科口腔保健分野で喫緊の課題と
なっている。本セミナーが、口腔機能評価に関する知見を皆様方と考え
る機会となれば幸いである。

大渕 修一 先生

所属：地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究部長

高齢者健康増進事業室研究部長

第10回日本予防理学療法学会学術大会
共催：第6回日本産業理学療法研究会学術大会

口の機能をどう測りどう考えるか：
新しい咬合力測定システムも含め

日時／2023.10.29
   11:10 ～ 12:10

場所／ 函館アリーナ
  多目的会議室A（G会場）セミナー会場

日

【共催】住友理工株式会社

演者

座長
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